
                 

 

 

 
                                                    

校 長   武井 正明 

 

 金曜日も秋晴れになった。体育祭が終わって、今年はあっというまに真和祭が来た。 

 第 1部は、様々な分野の発表。広島派遣で平和を肌で感じてきた女子副会長のプレゼン、

先日出場した英語スピーチにスライドを加え、聴衆の理解を助けながら披露した３年女子、

そして「わたしの主張」吉中代表の３人が発表した。 

 ３年彼の主張は、映画監督の夢を抱き、その実現のために今の自分にどんな資質が必要

なのか、そのために何をしなければいけないかを具体的に突き詰めた深い内容だった。 

また２年彼女の主張は、地元燕市を愛し、課題もある中で、発

展のために自分に何ができるかを深く考えた内容だった。 

特に最後に彼女が放った「私は大人になっても『よさこい』を

続けます‼」の一言は、吉田まつりで瞳を輝かせて躍動していた

彼女の姿と共に、これからもふるさと燕市を愛し続けます‼とい

う決意表明として、私の胸に突き刺さった。 

 

そして午後の第２部。何が嬉しかったって、この

右の写真を見てほしい。 

私が最も嬉しかったのは、真和祭を楽しもうと

全員が笑顔で拍手を送っている姿だ。カラーガー

ドの演技を撮りながら、気付いたら客席の笑顔に

ばかりシャッターを切っている自分がいた。そし

て次第に涙腺が緩んできた。いいなあ吉中、本当に

幸せな時間だなあ、ありがたいなあ…。 

 

例年になく準備のスケジュールはタイトだった。演者も主催者も時間のない中、本当に

大変だったと思う。いくつものハードルを越えて、体育祭に続き真和祭も大盛況のうちに、

幕を閉じた。 

終わるとすぐに副会長の彼女が振り返って私に訊いてきた。「皆楽しんでいましたか？」 

楽しんでいましたよ。今回初めて参加した生徒の中に、勇気を出して勢いに乗っかって、

一緒にジャンプして楽しめている人もいた。この経験はきっと君の一生の思い出になる。 

 

吉中に皆さん、今日も素晴らしいひとときを、ありがとうございました。 

来週は音楽祭強調週間が始まる。校内が歌声でいっぱいになるあの至福の時間がまたや

ってくる。合唱の秋、吉中の秋だ。思いっ切り、吉中時代の秋を満喫しようじゃないか‼    


